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１）取組の概要

東日本大震災を受け、沖縄の想定地震を見直し、県内各港湾における津波浸水シミュレーショ
ンを実施・分析する。この分析結果をもとに、国土交通省交通政策審議会港湾分科会防災部会に
おいて検討されている「港湾における総合的な津波対策」の新しい考え方を踏まえた、沖縄の港湾
における総合的な津波防災・減災対策案を検討する。

２）津波浸水シミュレーション実施フロー

金武・中城湾港地震・津波防
災対策検討協議会への提供

6月30日既往検討結果

・H18d

沖縄県津波・高潮被害想
定調査（沖縄本島沿岸域）
・H19d

沖縄県津波・高潮被害想
定調査

想定地震の設定

想定津波の設定

現況における浸水ｴﾘｱ予測

津波防災・減災害対策検討
・防波堤安定性向上 など

対策後の浸水ｴﾘｱ予測

■有識者による想定地震検討会
（７月～１０月頃）

・想定地震・津波の見直し

■その他会議
東日本大震災復興構想会議
＜事務局＞内閣官房
＜検討事項＞
・東日本大震災による被災地域
の復興にむけた指針策定

中央防災会議
東北地方太平洋沖地震を教訓とした地
震津波に関する専門調査会
＜事務局＞内閣府（防災）
＜検討事項＞
・今後の地震動推定・被害想定のあり方

国土交通省内の検討会議

港湾分科会・防災部会
＜事務局＞国土交通省港湾局
＜検討事項＞
・全国の港湾における津波防災
対策の総合的な方針の策定

海岸における津波対策検討委員会
＜事務局＞海岸省庁（農林水産省、水
産庁、国土交通省河川局・港湾局）
＜検討事項＞
・被災地における海岸保全施設の復旧
の基本的考え方

被災港湾における地
域協議会
・港湾毎の復旧復興の
策定

都市・地域整備局
・津波被災市街地の復興手法に
関する調査検討

地方公共団体
・震災復興基本方針
・地域防災計画

地域防災計画等への情報提供
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３）想定地震の見直し

有識者による想定地震検討会

検討・とりまとめ

津波浸水シミュレーションの実施にあたって、検討会を開催し、学識経験者の意見を伺いながら想定地
震・津波の見直しを行う。

■これまでの想定地震と沖縄県に被害を及ぼした主な地震

見直し！

那覇

奄美大島

西表島

石垣島 宮古島

提案ﾓﾃﾞﾙ
(NM)

×1911.6.15 奄美大島近海【M8.0】

×2010.2.27 【M7.2 、
震度5弱（本島）】

×1909.8.29 沖縄島近海
【M6.2】

×2008.4.28 【M5.2、震度4】

×1958.3.11石垣島近海 【M7.2】

×2010.10.4 【M6.4、震度4】

×2009.8.5 【M6.5、震度4】

×1771.4.24八重山地震津波 【M7.4】

×1966.3.13 台湾東方沖 【M7.8】

×1947.9.27石垣島北西沖 【M7.4】

●本島想定①【M7.8】

●先島想定③【M7.4】

【凡例】
● 想定地震の震源
× 沖縄県に被害を及ぼした主な地震
◎ 与那国（地震調査研究推進本部）
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●与那国島周辺【M7.8想定】
今後30年間で遭遇する確立30% ※

◎

●本島想定②【M7.8】

●本島想定③【M7.8】

●本島想定⑤【M7.8】

●本島想定④【M7.8】

●先島想定②【M7.4】

●先島想定①【M7.4】

●先島想定⑨【M7.4】

●先島想定④【M7.4】

●先島想定⑤【M7.4】

●先島想定⑥【M7.4】

●先島想定⑧【M7.4】

●先島想定⑦【M7.4】

●先島想定⑩【M7.4】

２

※今後30年間で遭遇する確率【出典】地震調査委員会事務局



４）津波浸水シミュレーションの実施

地震・津波により防波堤の施設が失われなかったケース 地震・津波により防波堤の施設が失われた最悪のケース

凡例
■ 0.5m 未満
■ 0.5 ～ 1.0ｍ
■ 1.0 ～ 2.0m
■ 2.0 ～ 3.0m
■ 3.0 ～ 4.0m

出展：平成18年度 沖縄県津波・高潮被害想定調査（沖縄本島沿岸域） 沖縄県土木建築部

津波浸水シミュレーションにより、津波高さ・浸水エリア・到達時間などを把握できる！



５）検討範囲

新港地区

泡瀬地区



施策メニュー例は以下を想定。
これらを組み合わせることにより総合的な津波防災・減災対策を検討していく！

 GPS波浪計の整備 ⇒ Ｐ６～８

 防波堤の改修 ⇒ Ｐ９

 耐震強化岸壁・埠頭用地の改修

 荷役機械の耐震強化

 港頭地区の避難タワーの整備⇒ Ｐ１０

など

６）施策メニュー例
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７）GPS波浪計

港湾整備に必要な沖合の波浪を精度良く観測するＧＰＳ波浪計を整備し、沖合波浪観測を実施する。 地震発生時
には津波の観測も可能*であることから、気象庁等関係機関と連携することにより、港湾を含む沿岸域での津波への
迅速な対応にも活用する。

陸上局
（GPS基地局）

GPS波浪計

GPS衛星

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

水深100m～400m程
度

約20km

事務所

測位精度 数cm

観測センター
（港湾空港技術研究所）

データ分析
港湾管理者・気象庁等
他機関へ情報提供

リアルタイムで
データ収集

６

http://www.dex.ne.jp/cgi-bin2/view_szi.cgi?cno=0&genre=2&ldtype=t&what=szi&pe=gu_mantan01_new&db=2&cd=BUL1012&w=user&channel=10&nl=12&id=146135&pn=4&how=list&who=user&ctg1=%A5%D3%A5%EB%A5%C7%A5%A3%A5%F3%A5%B0


宮城北部沖
（H20年3月設置）
<気仙沼広田湾沖>

宮城中部沖
（H19年3月設置）

<宮城金華山沖>

三重尾鷲沖
（H20年2月設置）

<三重尾鷲沖>

和歌山南西沖
（H19年12月設置）

<和歌山白浜沖>

高知西部沖
（H19年11月設置）

<高知足摺岬沖>

青森東岸沖
（H20年3月設置）

<青森八戸沖>

岩手中部沖
（H20年3月設置）

<岩手宮古沖>

岩手南部沖
（H19年4月設置）

<岩手釜石沖>

青森西岸南部沖
（H22年7月設置）

秋田県沖
（H22年8月設置）

山形県沖
（H22年7月設置）

徳島海陽沖
（H22年1月設置）

<徳島海陽沖>

データ公表済み、気象庁活用中： （全１２基）

初期設定中（仮称）： （全３基）

静岡御前崎沖
（H21年2月設置）

<静岡御前崎沖>

福島県沖
（H21年3月設置）

<福島小名浜沖>

岩手北部沖
（H21年2月設置）

<岩手久慈沖>

８）GPS波浪計観測地点一覧
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（参考）GPS波浪計による津波の早期検知

地震の影響と思われる測位の不安定
→欠測扱い

1m

14:30 14:40 15:00 15:10 15:20
14:46
地震発生

15時12分

6.2m

15時12分

6.7m

15時14分
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15時15分以降
通信途絶
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潮
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偏
差
(m
)

14              15             16              17              18 19             20              21             22

3月11日

①

②
③

④
⑤ ⑥ ⑦

55cm

八戸

久慈

石巻
仙台新港*

鹿島

宮古

釜石

相馬

小名浜

青森東岸沖

岩手北部沖

岩手中部沖

岩手南部沖

宮城北部沖

宮城中部沖

福島県沖

むつ小川原

大船渡*

検潮所（観測中）

検潮所（観測停止中）

GPS波浪計（観測停止中）

他機関の検潮所（観測停止中）

他機関の検潮所（観測中）

＊なお、仙台新港・大船渡検潮所では気象庁が臨時の機器を設置し、
観測を実施中

岩手南部沖についてはデータを回収することで、
3月13日までのデータが復元された

地震前に比べて、潮位の観測値が全体
的に５５cm程度上昇している。原因に
ついては検討中。

陸上局
（GPS基地局）

GPS波浪計

GPS衛星

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

水深
100m～400m程度

約20km

事務所

・津波第1波は三陸沖のGPS波浪計3基により沿岸到達約10分前に観測。気象庁はこれを受け、津波警報の段階及び予
測高を引上げた*。（＊宮城県：津波高さ予想6m→10m以上岩手・福島県：津波高さ予想3m→6m 青森・茨城県：津波警報→大津波警報）

・第1波を捉えた後、通信網の断絶により観測値は伝送されなくなったが、ブイから陸上局まではデータが送られ続けて
おり、後日、現地陸上局からデータを回収。地震翌々日までの津波波形データが回収された。

・なお沿岸の検潮所（気象庁）では、地震直後から観測値が得られておらず、回収データは貴重な資料となっている。
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９）これからの津波防災・減災に対する考え方

津波波力によるケーソンの滑動 粘り強い構造

津波レベル
の定義

津波の発生頻度
達成すべき
防護目標

レベル１
（防災レベル）

数十年～
百数十年に１回

・人命を守る
・財産（堤内地）を守る
・経済活動（堤内地）の継続

レベル２
（減災レベル）

数百年～
千年に１回

・人命を守る
・経済的損失の 軽減
・早期復旧

２段階の総合的津波対策 （国土交通省 港湾における総合的な津波対策のあり方（中間とりまとめ）（素案）より抜粋）

レベル２津波に対して、防護目標を達成するよう、”粘り強い構造（イメージ）”とする。

９



＜防波堤有／無を計算で比較＞

釜石沖GPS波浪計
津波高（観測

値） 6.7m

津
波
防
波
堤
が
無
い
場
合

津
波
防
波
堤
が
あ
る
場
合

沖合約20km

津波発生時の海面

水深 204m

遡
上
高

津波高（シミュレー

ション）

13.7m

ビル3階相当
高さまで浸水

遡上高（シミュレーション）

20.2m
防潮堤
（高さ4.0m）

防潮堤を超える
まで

（シミュレーション）

28分

釜石沖GPS波浪計
津波高（観測

値） 6.7m

津波発生時の海面

津波防波堤

遡
上
高

遡上高（シミュレーション）

約10.0m

防潮堤を超える
まで（現地事務所情報）

34分

防潮堤
（高さ4.0m）

津波高（現地の津波痕跡高）

8.1m

津波高

４割低減

遡上高

５割低減

防潮堤を超える時間

６分遅延

（参考） 釜石港湾口津波防波堤の効果

１０

津波の進入を
せき止め



１０）避難タワーの整備事例

三重県大紀町（平成１０年完成）

高さ２１・８メートルの鉄筋コンクリート製。
４階と５階屋上で、５００人の収容が可能。

和歌山県串本町

町内の４箇所に設置。
高さは約6mで最上部の避難ステージには約70名の

収容が可能。
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１１）総合的な津波防災・減災対策のイメージ

１２

ＧＰＳ波浪計

防波堤の改修

避難ﾀﾜｰ整備

◎想定地震・津波の見直し

◎津波浸水シミュレーションの
実施

②第一線防波堤
津波高の低減
到達速度の遅延
破壊力の低減

③防潮堤
防護ラインでの背後地
防護。

①ＧＰＳ波浪計
津波の早期検知

④避難対策
津波広報
避難タワー
ハザードマップ

津波

※ＧＰＳ波浪計：沖合２０ｋｍ程度に設置した波浪計で波高等を観測する機器。津波観測では陸上到達１０分前に観測できる。

津波浸水シミュレーションを実施し、総合的な津波防災・減災対策を検討する。

耐震岸壁・ふ頭用地の改修
・荷役機械の耐震強化

陸上局


